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下記URLでハンガー式ヤジロベー工法の
紹介ビデオがご覧頂けます。
https://www.youtube.com/
watch?v=KgEaWFKlp58

ハンガー式ヤジロベー工法

ハンガー式ヤジロベー工法

　　ハンガー式ヤジロベー工法とは、鋼矢板、鋼管矢板、コ
ンクリート矢板等にプレキャストコンクリートパネルを取
り付ける設置工法です。従来工法でみられる以下の問題
点を改善しました。

1.高さ調整のため、取付が完了するまで吊った状態を
維持する必要がある。

2.隣接するパネルが不整列な場合、前後左右の調整作
業が容易にできない。

3.調整箇所が多く施工日数が必要である。

●工法紹介

　　自立式護岸、自立式土留など壁面にプレキャストコンクリートパ
ネルを用いる工事に使用できる工法です。港湾工事など施工の際
に制約を受ける工事に適します。

１.ハンガープレートを取付けたヤジロベーパネルを、設置構造
物の同位置に取り付けた溝型鋼等へ落し込むことで、設置構
造物との間隔とパネルの上下位置を確定します。

２.溝型鋼等にハンガー（引っ掛ける）プレートを介してぶら下
がっているため横方向へスライド（滑らせる）させることで、パ
ネルの左右位置の調整が容易に出来ます。また、プレートを
介してぶら下がっているためヤジロベーパネルの面通りや壁
面勾配が容易に決定出来ます。

３.ヤジロベーパネルは、溝型鋼等にハンガープレートを介して
ぶら下げるため、クレーンの効率が高まり施工性が向上しま
す。

●特長

■断面図 ■ハンガー部構造斜視図

■ヤジロベーパネル形状図 ■ハンガープレート ■ハンガープレート

構造図

製品図

底無タイプ

ハンガープレートは、ヤジロベーパネル重量によりサイズが変わりますのでご注意下さい。
ヤジロベーパネルの寸法につきましては、ご相談下さい。　

製品埋込部とセット写真です。
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港湾残置型枠ブロック〈プレキャストコンクリート製残置型枠工法〉

基本形状図

1.日当たり施工量の増加
施工作業の標準化により工期が30％程度短縮できます。

2.作業工程の合理化
陸上の整備スペースは不要。残置型枠は完成構造物の一部とな
り作業工程が合理化できます。

3.作業安全度の向上
残置型枠据付は水中の開放空間作業となり作業安全度を向上で
きます。

4.経済性の向上
腹付け工幅1.0m未満の施工が可能。段毎の据付により建設機
械の所要規格が低減できます。

5.利用の合理化
泊地の減少面積が最少化できます。係留等の供用制限期間を短
縮できます。

●特長

形状・寸法
重量表
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L=4000、L=3000もございます。
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■寸法・重量表（L=5000)
高さ
H(mm)
800
900
1000
1100

参考重量
(kg)
1984
2235
2484
2734

■平面図

■正面図 ■側面図

残置型枠工法の概要

　漁港の岸壁・物揚場等で機能保全や性能向上のために水中コンクリートによる「腹付け
工」が実施されています。「プレキャストコンクリート製残置型枠工法」は、この腹付け工の
標準工法として開発されました。
　従来の鋼製型枠を本製品に置き換えて施工することで、施工効率と作業安全度の向上
が期待できます。
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対応腹付け工幅
0.6m以上

① 既存施設表面にアンカー工を施工

② 1段目を据付、セパレータで固定

③ 2段目以降は同様に据付・固定

④ 残置型枠と既設の間に
　 水中コンクリート打設

⑤ 上部工を施工し完了
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